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編　集　後　記

本誌のよいところは，症例報告が多く掲載されているこ
と，日本語で読めることではないかと思っている．もとも
と日本語では症例報告の掲載できる雑誌は多くないが，英
文誌においても症例報告の誌面は削減され，貴重なケース
を発表し，またそういった症例を勉強できる機会が減って
きた．同じ診断名でも個々の患者さんは皆異なる個人であ
り，症状も合併症も皆異なるはずだ．患者さんを診ていて
わからないことがあるとき，過去の症例報告を検討するこ
とはとてもためになる．多数症例の検討は言うまでもなく
重要であるが，個々の症例報告から得られる臨場感は捨て
がたい．本誌には，大学や市中病院など様々な施設からの
多種多様な論文が掲載され，どれも大変興味深く，診療に
とても役に立つ．その上，臨床神経学は，PubMedに英語
のキーワードをいれて検索ができる，紛れもない PubMed

掲載誌である．抄録と図，表は英語で書かなければならな
いが，それによって日本語を母国語としない方にも概要を
理解いただける．臨床医学の進歩は，まずは 1例の症例報
告からはじまる．それが発表され他の人々の目に触れ，新

たな報告が加わり，また検証されて最終的にひとつの概念
として確立する．そして今正しいとされていることが，近
い将来に完全に否定されてしまうこと，あるいはその逆も
過去の歴史をみても明らかである．日々の臨床の場面にお
いて，何かこれは普通と違う，今まで指摘されたことがな
いのではないかと思うことがあれば，ぜひ発表してひろく
意見を問うことが重要ではないか．ここ数年かと思うが，
電子ジャーナル化により，英文誌にも症例報告を専門とす
る雑誌が増加していることはたいへん好ましいことと思っ
ている．そういった中で，臨床神経学は，症例報告でも，
図と表をあわせて最大 8個も掲載できるので，多くの情報
を共有できる．また発表された症例を討議できる Letters 

to the Editorもあるし，英文投稿も受け付けるなど幅広い
学会誌である．投稿規定も刷新され，電子ジャーナル化も
準備中など，益々進化・発展している本誌への投稿と，学
会員の皆様のさらなるご支援をお願いする次第です．

（高尾　昌樹）


